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はじめに 

 

 平成３０年９月に、日本国内では２６年ぶり、岐阜県内では３６年ぶりに発

生した豚熱は、令和元年９月までのわずか１年あまりの間に、２０の農場を含

む２４もの県内施設で防疫措置を行い、県内飼養頭数のうち約７万頭、発生前

の約６割の豚を失うこととなりました。 

 その後、殺処分等を実施した２２農場のうち、１６農場で飼養を再開し、県

全体の飼養頭数も１０万５千頭、実に発生前の９１％まで回復しました。残念

ながら高齢化や後継者の問題などから経営再開を断念する農場もありました

が、県内養豚業の再生の歩みは着実に進んでおります。 

農場等で豚熱がひとたび確認されれば、家畜伝染病予防法に基づき発生農場

等での全頭殺処分が実施されます。これはまさに時間との闘いでありました。

２４時間昼夜を問わず建設業協会、県獣医師会、県畜産関係団体、医療関係者

をはじめ、国の機関、全国都道府県から派遣していただいた獣医師、自衛隊な

ど、さらには県職員を含めますと延べ３万人の方々に防疫作業に従事いただき

ました。全ての皆さまに、改めて厚く御礼申し上げます。 

 また、発生が一向に収まらない状況が続く中で、円滑な防疫作業のための体

制構築、自衛隊との連携、暑熱・寒冷対策など、業務の改善も重ねてまいりま

した。 

 同時に、国に対しては、飼養豚へのワクチン接種を認めていただくよう、粘

り強く要望を行ってまいりました。その結果、令和元年９月には、予防的ワク

チン接種に向けた防疫指針の見直しが発表されました。 

 さらには、野生いのししへの豚熱対策として、生息地への経口ワクチン散布

を日本で初めて実施するなど、農場を守る対策と野生いのしし対策の両輪で取

り組んでまいりました。 

全国的にはまだまだ豚熱が拡大している状況にあり、気を緩めることなく、

豚熱対策に取り組んでいるところですが、最終発生から３年が経過したことを

契機に、本県におけるこれまでの取組みをまとめました。広く関係者の皆様の

参考になれば誠に幸いでございます。 

 

令和４年１０月１日  岐阜県知事 古田 肇 
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※本文中における所属名は、特段の記載がある場合を除いて、令和４年４月１日時

点の所属名で記載しています。 

※本文中にある「防疫指針」は、「豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針」を指し

ています。 


